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な
ど
で
す
。

・
昭
和
61
年
3
月
ま
で
の
厚
生
年

金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者

・
平
成
3
年
3
月
ま
で
の
学
生

・
海
外
在
住
期
間（
日
本
人
）

・
昭
和
61
年
3
月
ま
で
に
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け

た
期
間

　

ま
た
、
外
国
人
で
日
本
に
帰
化

ま
た
は
永
住
許
可
を
受
け
た
場
合

は
、
昭
和
36
年
4
月
以
後
の
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
う
ち
、
次
の
期

間
な
ど
で
す
。

・
昭
和
56
年
12
月
ま
で
外
国
人
と

し
て
在
日
し
て
い
た
期
間

・
海
外
在
住
期
間

※
そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
る
た
め
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す

　
「
カ
ラ
期
間
」は
、
日
本
年
金
機

構
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い
て

カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
ま

す
。

　

も
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
が
足
り
な
い
が「
カ
ラ

期
間
」が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
た
方
に
は
、
65
歳
か
ら
月

額
6
万
5
5
4
1
円（
本
年
度
）の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
保
険
料
納
付
状
況
に
よ
り
減
額

さ
れ
ま
す
）。

　

し
か
し
、「
加
入
期
間
が
数
年
足

り
な
か
っ
た
」と
い
っ
た
深
刻
な

話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
原
則
25
年
以
上
、
公

的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
、
免
除
さ
れ
た
期
間
が
必

要
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

25
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」

（
合
算
対
象
期
間
）も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
、「
カ
ラ
期

間
」を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

■「
カ
ラ
期
間
」と
は

　

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

「
実
」の
な
い
期
間
の
た
め
、
通
称

「
カ
ラ
期
間
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
昭
和
36
年
4
月

以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期

間
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で

き
た
の
に
し
な
か
っ
た
次
の
期
間

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り
時

間
延
長
し
ま
す
。た
だ
し
、節
電
対
策

の
た
め
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
と

身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
者
の
と
き
は
、対
象
者
の
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
の
ほ
か
、委
任
状
と
代
理
者
の

身
分
証
明
書
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
8
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
8
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・
27

日
の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
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ダ
イ
ヤ
ル
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Ｐ
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Ｓ
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

豊
岡
年
金
事
務
所
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■「
カ
ラ
期
間
」が
な
い
方
は

　

60
歳
か
ら
70
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
出
日
が
加
入
日
と
な
り
、
そ

の
月
か
ら
保
険
料（
本
年
度
は
、

月
額
1
万
4
9
8
0
円
）が
発
生

し
、
口
座
振
替
で
の
納
付
が
原
則

で
す
。

　

年
金
手
帳
、
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
、
口
座
届
出
印
を
持
参
の

上
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
る
に
は
、
自
身
で
申

請
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
年
金
請
求
書
」を
用
意

す
る
た
め
に
、
日
本
の
年
金
事
務

所
に
連
絡
し
て
取
り
寄
せ
る
か
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

　

年
金
請
求
書
の
提
出
先
は
、
国

民
年
金（
基
礎
年
金
）を
請
求
す
る

場
合
は
日
本
で
最
後
に
住
ん
で
い

た
市
区
町
村
を
管
轄
す
る
年
金
事

務
所
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
の
場
合
は
最

後
に
勤
め
て
い
た
事
業
所
を
管
轄

す
る
年
金
事
務
所
で
す
。

■
社
会
保
障
協
定
を
結
ん
で
い
る

国
に
在
住
し
て
い
る
場
合

　

日
本
が
社
会
保
障
協
定
を
結
ん

で
い
る
国
の
う
ち
、
給
付
の
通

算
を
行
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
、
カ
ナ
ダ（
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
除

く
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ

ン
ダ
、
チ
ェ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
イ

ス
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、
日
本

へ
の
年
金
請
求
書
を
、
各
国
の
年

金
制
度
を
実
施
す
る
機
関
の
窓
口

に
提
出
で
き
ま
す
。

　

年
金
請
求
書
の
用
紙
は
、
協
定

締
結
国
専
用
の
も
の
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
国
の
窓

口
で
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
方
法
　

　

海
外
で
の
年
金
の
受
給
は
、
銀

行
振
り
込
み
で
す
。
銀
行
お
よ
び

口
座
は
、
海
外
、
日
本
国
内
の
ど

ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
口
座

名
義
は
本
人
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
ま
た
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
期
間
が
数
年
足
り
ず

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
は

海
外
で
暮
ら
す
方
の
年
金
の

請
求
に
つ
い
て
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対象（保険料段階別） 収入金額 減免額
第１段階
・

第２段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の６を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

第３段階
・

第４段階

単身世帯 減免申請者の年間収入額が60万円以下 決定額の
10分の７を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

単身世帯 減免申請者の年間収入額が120万円以下 決定額の
10分の４を
減免

世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入
額計が120万円＋60万円×（世帯員の人数－１）以下

　

介
護
保
険
の
保
険
料
額
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
負

担
が
生
活
の
維
持
に
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
災

害
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
対
す
る

減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
減
免
に
は「
申
請
」が

必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
場

合
や
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
産
調
査
な
ど
の
結
果

に
基
づ
き
、
市
の
基
準
に
照
ら
し

て
減
免
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
の

で
、
申
請
を
し
て
も
適
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
段
階
が
第
1
段
階（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第

4
段
階
の
方
で
、
次
の
①
〜
③
の

全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
医
療

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と

②
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お

介

護

保

険

料

の

減

免

　

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

　

ら
れ
る
こ
と（
資
産
に
は
預
貯

金
、
土
地
家
屋
、
返
戻
金
の
あ

る
保
険
、
有
価
証
券
、
貴
金
属

な
ど
を
含
む
）

③
前
年
の
収
入
が
、（
表
1
）の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い
か
、

一
定
額
以
下
の
方

・
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
な

ど
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損

害
を
受
け
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
心
身

に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
も
し

く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ
と
で
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

で
著
し
く
減
少
し
た
方

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

不
作
な
ど
で
著
し
く
減
少
し
た

方
②
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

③
刑
事
施
設
、
労
役
場
、
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
1
カ
月

以
上
拘
禁
さ
れ
た
方

　

65
歳
以
上
の
方
は
1
号
被
保
険

者
と
し
て
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
医
療
保
険
加
入
者
は
第
2
号
被

保
険
者
と
し
て
介
護
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
法
令
で
定
め
る
施

設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
方

で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方

　　　＜　対　象　施　設　＞　　
（介護保険法施行法第11条に規定する施設）

１.障害者自立支援法に規定する指定障害者支援施設
※生活介護および施設入所支援を受けている障害者に
限る
２.障害者自立支援法に規定する障害者支援施設
※身体障害者福祉法の規定により生活介護を行う施設
に入所している障害者または知的障害者福祉法の規
定により入所している障害者に限る
３.児童福祉法に規定する医療型障害児入所施設　
４.児童福祉法に規定する厚生労働大臣が指定する医療
機関
５.のぞみの園法に規定する福祉施設　
６.国立および国立以外のハンセン病療養所
７.生活保護法に規定する救護施設
８.労災特別介護施設
９.障害者自立支援法に規定する指定障害福祉サービス
事業者の施設
※療養介護を行う施設に限る

（表1）

（表2）

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、（
表
2
）の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
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護
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☎
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4
0
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低
所
得
者
減
免

そ
の
他
の
減
免

介
護
保
険
の
適
用
除
外
につ

い
て


